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解説
★★★ （1） 「反射の法則」より、入射角と反射角の角度は同じである。

★★★★ （2）

★★★★★ （3）

解説
★★ （1） 水面に垂直な線と入射光との間にできる角度を入射角という。

★★★ （2） 水中から空気中に光が出るときは入射角＜屈折角となる。

★★★★ （3） 実際に水を天井付近まで増やしてみるとわかるよ！

★ （4） （4）のような現象を全反射という。

★★★★★ （5）

目から鏡の下の端をみたときの角度（入射角）と反射した角度は一緒になることから線で結んでいくと、ウになる。
（※図2参照）
XからYまで1回目に鏡Aに当たった点をA1、2回目に鏡に当たった点をA2とする。X、A1、A2、Yは4等分になるの
で、30÷4＝7.5、A1～A2までの距離は7.5×2＝15ｃｍ　※図3参照

図1を参考にして図3に作図を書いていくとよい。水面がa～ｂのときはまだQは浮かび上がってこない。ｃの位置に
水面が達したときQが浮かびあがってくる。図3解答例解説を参照。
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全反射 ウイ ｄ ア
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目標時間

30分1.光の性質（解答）

単元3 身近な物理現象

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

水を注いでない場合 aの位置に水がある場合 ｂの位置に水がある場合 ｃの位置に水がある場合 ｄの位置に水がある場合
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